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はじめに 
ファンブロ！では、需要の大きなジャンル・ライバルが多いジャンルでも抜け道を通っ

て稼ぐ方法をお伝えしています（特典コンテンツ：抜け道ガイドマップ参照）。 

稼ぎたい！と思うと成約記事ばかりに目が向きがちですが、実は大事なのは集客記事で

す。ただし、しっかりとターゲット・コンセプトに合うキーワードである必要がありま

す。そうすればおのずと、集客記事→成約記事への誘導が自然にできるからです。 

ですから、最初は成約記事でアクセスが取れなくても問題ありません。 

その代わり、集客記事では小さくても確実にアクセスを集めていきます。 

 
根っこから栄養を集めて、しっかりと枝に栄養を行き渡らせ、 
たくさん葉っぱが生えてくるブログをつくりましょう♬ 
 
そのためには、スモールキーワードをどれだけ見つけられるかがキーポイント！ 
（スモールキーワードとは、検索需要が小さく・ライバルが少ないキーワード） 
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なるべくツールを使わないようにしている理由 

本当は、ブログ初心者さんはツールを使わないで！って言いたいのが本心です。 
 
なぜなら、キーワード選定って難しいですよね？ 
キーワードを探すことで頭が一杯になってしまうと、キーワードに対する記事内容しか

かんがえられなくなってしまったりと「頭で」考えてしまいがちです。 
 
でも、もっと「心で」書いて欲しい。 
読んでくれる相手を想像して、その人に届けるイメージでしっかりと書いていくと、 
自然とキーワードに引っかかるはずなんですよね。 
 
 
キーワード選定というのは、いわばグーグルを相手に考えることですよね？ 
本来は、読者さんにとって役に立つ記事を書くべきなのに、そこでおかしなことになっ

てきてしまう人が多いです。 
 
ツール上では検索ボリュームが出てこないキーワードでも、サジェストに出るキーワー

ドで書いてみたらアクセスはある・サーチコンソールからはそのワードで検索されてい

ることが分かる、という例もあります。 
 
 
ただ、失敗したくない、無駄にしたくない、という気持ちもあるでしょうし 
全くの方向違いにしてしまうのは効率が悪いのも事実です。 
 
ですから、グーグルのサジェストに出てくればOKですよ、としています。 
 
なんですが、サポートを重ねるうちに、ほとんどの方がターゲットが曖昧過ぎる、 
ターゲットの絞り方が分からない、ということが分かりました。 
 
どこまで絞ったら良いのか、どこに絞るべきなのか、 
 
この場合はツールでキーワードを探していくとヒントを得られやすいため、 
ツールを使用したキーワード選定の方法もあった方が良いと思いました。 
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集客記事用のスモールキーワードの探し方 

 

この方法ではこのツールを使います。 

● ラッコキーワード 

● キーワードプランナー 

● Google Chrome 

 

まずはしっかりと、ターゲット・コンセプト・紹介するものを考えましょう。 
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スモールキーワードを探す手順は3ステップのみ。 

 

● 2語キーワードをピックアップする 

● キーワードプランナーで検索ボリューム確認 

● 実際に検索してライバルリサーチ 

 

1. 　2語キーワードをピックアップする 
 

まずはそのテーマで2語キーワードを1つ選びます。 

ここで選ぶキーワードは、ある程度検索ボリュームが大きいものが良いです。 

イメージとしては、大きい所から小さい所へ、キーワードを絞る感じ！ 

 

例では、「親 スマホ」を選んでみます。 

このキーワードをラッコキーワードで検索。 
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2. 　キーワードプランナーで検索ボリュームを確認 
 

ラッコキーワードの画面右上にある「コピー」をクリックして 

全ての関連キーワードをコピーします。 

 

 

 

キーワードプランナーを立ち上げます。 

Google広告トップから「ツールと設定」→「プランニング」の中にあります。 

 

 

 

「検索のボリュームと予測のデータを確認する」をクリック。 
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さきほどコピーしたキーワードリストをペーストし「開始する」をクリック。 

 

 

 

 

過去の指標をクリックし、 
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検索ボリュームをクリックして 
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ボリュームが多い順に並べ替えます。

 

 

検索ボリューム10～100（場合によっては100～1000）で 

競合性が低（もしくは中）のキーワードの中から良さそうなものを選びます。 

 

たとえば「親 スマホ 教える イライラ」を選んだとしますね。 
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3. 　実際に検索してライバルリサーチ 
 

たとえば「親 スマホ 教える イライラ」を選んだとして、Google検索してみます。 

すると、1位にYahoo！知恵袋がありました。これはライバルが弱いと判断できます。 
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次に、念のため「親 スマホ 教える イライラ」というキーワードを狙っている記事が 

どれくらいいるのかを調べてみます。 

 

調べる方法は簡単で、キーワードの前に allintitle: を付けて検索するだけ！ 

すると、4件しかないことが分かりました。 

 

 

 

 

「親 スマホ 教える イライラ」というキーワードは、 

 

● ブログテーマに合っている 

● 少なくても検索ボリュームが確実にある 

● ライバルが弱い 

 

という3つの項目をクリアしたので、スモールキーワードとして採用します。 
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ライバルの強弱を判断する3つのポイント 
 

今回の例では、すぐにライバルが弱いキーワードに当たりましたが、 

場合によってはライバルが強くて不採用となることもあるはずです。 

 

ライバルが強い・弱いの判断する目安が3つあります。 

 

1. 検索1ページ目にYahoo！知恵袋等のQ&Aサイトがあるか 

2. allintitle で出てくる数字が10件以下か 

3. 記事数が少ない・記事の内容が薄い・雑記ブログがあるか 

 

3.　の個人ブログの判断は判断基準が難しいですが、 

 

● 明らかに立ち上げたばかりのブログで10記事以下 

● 10記事以下で長期間更新されていない 

● 記事の質が良くない（検索意図に合っていない） 

● 特化ではなく雑記ブログ 

 

これらに当てはまる個人ブログの場合は、ライバルとして弱い可能性があります。 

 

ただし、記事数が少ない雑記ブログで長期間更新がなくても、とても高い評価を受けて

いる個人ブログも存在します。なので、絶対という判断基準ではないので注意です。 

 

また、個人ブログが1ページ目に出て来るけど、検索上位に企業サイトや通販サイト 

(楽天・Amazonなど)が並んでいる場合は、あえて狙わない方が良いです。 
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スモールキーワードが見つけられないとき 
 

● 2語キーワードをピックアップする 

● キーワードプランナーで検索ボリューム確認 

● 実際に検索してライバルリサーチ 

 

この3ステップを繰り返しても、スモールキーワードが見つからない場合、 

Chromeのサジェストを利用してみましょう。 

 

関連キーワード取得ツールでは、メインとなるキーワードは同じで 

2語目、3語目しか新たに出てきませんよね？ 

 

なので、そのままではキーワードにどうしても限りがあります。 

そこで、キーワードをズラすというテクニックが必要となるのですが、 

なかなかズラすことが出来ない人が多いです。 

 

これを感覚的に出来るようになると、キーワード選定がかなり楽になるのですが 

最初は分からないですよね。 

 

ですので、誰でも簡単にキーワードをズラすことが出来る、 

とっておきのテクニックをご紹介します。 
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● 2語キーワードをピックアップする 

● キーワードプランナーで検索ボリューム確認 

● 実際に検索し、Chromeのサジェストを拾う 

● キーワードプランナーで検索ボリュームを確認 

● 実際に検索してライバルリサーチ 

 

Chromeのサジェストを拾う項目が1つ加わっただけ！ 

 

1. 　2語キーワードをピックアップする 
 

前回と同じ「親 スマホ」という2語でスタートしてみます。 

 

ラッコキーワードで検索して、今回は「親 スマホ おすすめ」を選んでみます。 

なるべくたくさん検索されていそうなキーワードを選びましょう。 

 

 

 

キーワードの右側にある赤枠で囲んだ矢印マークをクリックすると 

Googleの検索結果が表示されます。 

 

 



14 
 

 

2. 　実際に検索し、Chromeのサジェストを拾う 
 

「親 スマホ おすすめ」のGoogle検索を表示させます。 

このとき必ずGoogle Chromeというブラウザを使ってください。 

 

すると検索結果の各記事下にサジェストキーワードが表示されているはずです。 

※表示されてない方は、P18で表示方法を説明しますね！ 
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3. 　キーワードプランナーで検索ボリュームを確認 
 

サジェストキーワードを全てコピーして、キーワードプランナーにペーストします。 

 

「過去の指標」を表示させ→「月間検索平均ボリューム」をクリック 

検索ボリューム「10～100」、競合性「低」を中心にキーワードを選びます。 

 

 

たとえば、「親 スマホ 使いこなせ ない」を選んでみます。 
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4. 　実際に検索してライバルリサーチ 
 

検索してみると1位が知恵袋です。 

 

 

 

でも、allintitle では20件出てきました。 

 

 

 

 

ブログを立ち上げたばかりでパワーが弱い時期なら、できればallintitle 10件以下くらい

の少ないキーワードを見つけた方がより上位を狙いやすいです。 
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ですので、今度はためしに「ドコモ 携帯 プレゼント したい」を選んでみます。 

 

 

 

 

検索してみると、2位がYahoo！知恵袋です。 
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allintitle も2件しかありません。 

 

 

最初の2語キーワードを変えたり、 

2語キーワードの関連キーワードから選ぶものを変えたりすれば、 

頭を使わなくてもスモールキーワードが見つけられるはずです。 

 

そうすると何となく、これはライバルが強いだろうな、 

これは面白いキーワードだからもしかしたらライバルが弱いかも・・・ 

 

という感覚が身についていきますよ。 

 

 

Chromeサジェストを表示する方法 

 

デフォルトの状態だと記事下のキーワードは表示されていません。 

 

検索結果にある記事をクリックして開き、もう1度検索結果に戻ってみてください。 

すると、クリックした記事の下にキーワードが出るはずです。 

 

ただ、全ての記事にこの動作をするのはとても面倒ですよね！ 

Chromeの拡張機能「Extract People also search phrases in Google」を入れることで 

いちいちクリックせずに表示されるようになりますよ。 

https://chrome.google.com/webstore/detail/extract-people-also-searc/jepjhbfaflooeaf

dniebnnjfdpcdkejd 

https://chrome.google.com/webstore/detail/extract-people-also-searc/jepjhbfaflooeafdniebnnjfdpcdkejd
https://chrome.google.com/webstore/detail/extract-people-also-searc/jepjhbfaflooeafdniebnnjfdpcdkejd


19 
 

 

キーワードを選ぶ際に覚えておいて欲しい事 
 

① ボリュームゼロのキーワードは一切書かない？ 

 

関連キーワード取得ツールや、サジェストに出てきても 

キーワードプランナー上ではボリュームゼロのものはたくさんあります。 

 

スモールコンテンツの探し方をお伝えしましたが、キーワードプランナーで検索ボ

リュームがゼロのものは一切書かない方がいいという事とは違います。 

 

ブログのターゲットがコンセプトである目的を達成するために 

絶対に検索しそうだと思えるキーワードで、 

あなたが書きたいと思うものだったら、それは書いた方が絶対に良いです。 

 

② 3語、4語のスモールキーワードで2語を目指す 

 

関連キーワード取得ツールで2語キーワードで検索をかけて、 

出てきたワード全てをリサーチする方法のメリットは、 

 

関連キーワードが複数出てくるような 

検索ボリュームの大きいキーワードを最終的に狙える​ことです。 

 

たとえば、「在宅ワーク データ入力 mac」という3語で濃い記事を書いて 

少しずつ評価を集めていった結果「在宅ワーク データ入力」2語でも 

上位表示するイメージです。 

 

そういう事も視野に入れてキーワードを選べると、 

ブログが成長した後の収益幅が断然変わってきます。 
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テーマやターゲットを絞るときにも使える 
 

なんとなくジャンルやテーマが見つかっても、 

 

このジャンルで稼げるかな？ 

どこまでターゲット絞るべきかな？ 

 

って悩みますよね。 

 

 

たとえば幼児教育系のブログだったら、 

 

「幼児教育全般」にするのと 

「こどもちゃれんじ」に特化するのかで 

 

全然ブログ規模が変わってきます。 

 

ターゲットを狭めると収益も少なくなってしまうんじゃないかと 

心配する人が多いですが、 

 

ジャンル自体にの需要が大きいなら 

むしろめちゃくちゃ狭い所から始めるべきです。 

 

最初から広いところを狙って、広く浅い情報しかないブログになる方が 

稼げない結末を生むことになります。 

 

狭い所から攻めて、徐々に広くしていくことは楽ですが 

広く始めて、後から深くしていくのはめちゃくちゃ大変ですよ！ 
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関連キーワード取得ツールで調べると、 

 

　幼児教育：676　 

　幼児 通信教育：87　 

 

幼児向けの通信教育は、関連キーワード87個しかないじゃん。 

じゃあ需要が少ないかといったら違いますよね？ 

 

幼児向けの通信教育にはたくさんの種類があります。 

こどもちゃれんじ1つ取ってみても 

 

　こどもちゃれんじ：745　 

 

こんなに関連キーワードが出てくるんです。 

それを、あっちの教材も、こっちの教材も、と手を出したら 

広くて浅い情報しか届けられないですよね。 

 

2～3歳の幼稚園に入る前の子どもに絞っても 

 

　こどもちゃれんじ ぽけっと：164　 

　Ｚ会 幼児：131　 

　幼児ポピー：42　 

 

これだけあります。 

年少さん向けの内容も検討したい人も入れたらもっと選択肢は増えます。 
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英語に触れさせたい親をターゲットにするなら 

 

　こどもちゃれんじ 英語：152　 

　ディズニー英語システム：475　 

　えいごであそぼプラネット：17　 

 

「英語で会話ができる力」をつけたいターゲットにするなら 

 

　2歳 英会話：21　 

　3歳 英会話：25　 

　子供 英会話 オンライン：45　 

　幼児 英会話 オンライン：5　 

 

どこをターゲットにしてどれくらい需要があるか 

自分がどのくらいの規模のブログを作ろうとしているのか 

おおよその目安が分かります。 

 

 

・ズラしキーワード 

・ライバルサイトのキーワード 

・サーチコンソールの生キーワード 

 

このようなものも併せたら、もっと幅も広がってくるはずです。 

 

まずは小さい所から始めて、 

余力があれば徐々に広げていきましょう。 

 

 


